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飛行実証するための実験機（フライング・テストベッド FTB）オオワシ 2 号機の研究開発
を進めている。同実験機の推進エンジンはガスジェネレータサイクル・エアターボラムジ







図 1 オオワシ 2 号機用インテークの概念設計案 
 
２．オオワシ 2号機搭載用インテークの設計 
 オオワシ 2 号機搭載用の超音速インテーク・ダクトの設計と解析を行った．図 1 に現在，
検討中の超音速インテーク・ダクトの形状を示す．このインテークの設計点マッハ数は 1.3















図 2 オオワシ 2 号機用インテークの CFD 解析（マッハ数分布） 
 
図 3 Classical タイプ（左）と Inverted タイプ（右）の側壁形状を持つ超音速インテーク 
 
４．まとめ 
 小型無人超音速機用 GG-ATR エンジンの超音速インテークダクトの設計と，その CFD
解析及び風洞試験を行った．現時点では，インテーク・ダクトの空力性能は M=1.3 条件で
圧力回復率 95%以上を達成できた．今後も CFD 解析と風洞試験の両面から，空力性能を評
価して行き，オオワシ 2 号機搭載用インテークの形状を決定する予定である．
